
■日本小児神経外科学会役員選挙について 

一般社団法人日本小児神経外科学会第 4 期理事の立候補者を公示します。 
2023 年 2 月 10 日 

一般社団法人日本小児神経外科学会 
 理事長 伊達  勲 

 総務委員会担当理事 栗原  淳 
 
 
 

【信任希望理事候補】（7 名 五十音順） 

赤井 卓也  富山大学医学部脳神経外科 
栗原  淳  埼玉県立小児医療センター脳神経外科 
五味  玲 自治医科大学とちぎ子ども医療センター 
下川 尚子 久留米大学脳神経外科 
埜中 正博 関西医科大学脳神経外科 
朴  永銖 奈良県立医科大学脳神経外科 
山本 哲哉 横浜市立大学脳神経外科 
 
 

【新任理事候補】（8名 立候補届出順） 

隈部 俊宏 北里大学脳神経外科 
林  俊哲 宮城県立こども病院脳神経外科 
加藤美穂子 あいち小児保健医療総合センター脳神経外科 
吉藤 和久 北海道立子ども総合医療・療育センター脳神経外科 
河村 淳史 兵庫県立こども病院 脳神経外科 
荻原 英樹 国立成育医療研究センター脳神経外科 
井原  哲 東京都立小児総合医療センター脳神経外科 
西山 健一 新潟県厚生農業協同組合連合会 新潟医療センター脳神経外科 
 

 
 
※次ページより新任立候補者の抱負を掲載いたします。（立候補届出順） 

※年齢は 2023 年 4 月 1 日現在 

 
 
 
 
 



氏名 隈部 俊宏 所属 北里大学脳神経外科 61 歳 

抱負 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

推薦者（冨永悌二、林 俊哲） 

 

  



 

氏名 林  俊哲 所属 宮城県立こども病院脳神経外科 55 歳 

抱負 

日本小児神経外科学会理事に立候補するにあたり，抱負をのべさせていただきます． 

私は東北大学脳神経外科で研鑚を積んだのち，2003 年に宮城県立こども病院が開設されるとと

もに東北地方唯一の小児専門神経外科施設の科長として赴任し，以後東北地方の小児神経外科医

療に従事してまいりました．小児神経外科医療は希少疾患である先天奇形や小児期特有の発症，

病態や全身管理にたいする知識，経験が必須であり脳神経外科医療の中のサブスペシャリティと

して未来を担う小児の医療を担当する極めて重要な分野と考えております． 

近年，本学会にて様々な委員等に就任し，活動を行っていくにつれ，小児神経外科医療にたいす

る高い基礎知識，臨床技量をもっている神経外科医師，施設は地方においては未だ充足しておら

ず，少なくない患者が十分な専門的医療を受けられていないことに気づきました．さらに，このよ

うな状況は地方のみではなく，大都市圏においても必ずしも患者が容易に対応可能な専門医にア

クセスできる環境が整っているとは言えません．私は脳神経外科専門医教育において小児神経外

科領域の教育普及に尽力したいと考えております． 

また，ともすると外科治療に重きがおかれる神経外科診療でありますが，小児神経科医をはじめ

とした小児関連各科と診断や病態管理において密に連携するべきだとも考えております．私は小

児神経学会の教育委員を務めている経験を活かして，脳神経外科にとどまらない診療連携を構築

したいと考えております． 

さらに，私は小児神経外科医療においては小児期の医療のみならず，AYA 世代やそれ以降の移

行期医療に大きな課題があると考えており，小児期以降にどのような問題があるのかを明らかと

し，それを解決するために是非尽力したいと考えております． 

これまで私は個人的な努力により地方における小児神経外科医療の底上げ，発展に努力してまい

りました．この度立場を一歩進めて，本学会理事となり我が国，ひいては世界の指導的立場にある

小児神経外科医と共に手を携えて様々な課題に立ち向かうことが最も重要だと考えました． 

私は小児神経外科に関連する学術的課題，社会的問題に対して決してひるむことなく真摯に粘り

強く対応し，必ずや解決する意思を持っております．小児神経外科領域の教育，研究，臨床に貢献

し，未来のあるこどもたちの将来を良きものとするために尽力したいと強く思っております．ま

た，その過程においては人格的に誠実で公平であり，多様性に対して寛容であり，一人一人の価値

観を尊重し，仕事にたいし真摯にとりくむことを約束いたします． 

本学会理事に選考いただきましたら，学会の発展に大いに貢献するために努力を惜しまず，責務

を全うできるよう最大限の努力いたします． 

本学会理事に選考いただきますよう，何卒よろしくお願い申し上げます． 
 

推薦者（冨永悌二、隈部俊宏） 

  



 

氏名 加藤 美穂子 
所属  

あいち小児保健総合医療センター脳神経外科 
54 歳 

抱負 

 

 

推薦者（下川尚子、赤井卓也） 

  



 

氏名 吉藤 和久 
所属  

北海道立子ども総合医療・療育センター脳神経外科 
54 歳 

抱負 

 
 

推薦者（下川尚子、朴 永銖） 

 

  



 

氏名 河村 淳史 所属 兵庫県立こども病院脳神経外科 57 歳 

抱負 

 
 

推薦者（山本哲哉、栗原 淳） 

 



氏名 荻原 英樹 所属 国立成育医療研究センター脳神経外科 50 歳 

抱負 

シカゴ子供記念病院と国立成育医療研究センターでの小児脳神経外科臨床の経験を活かし、

後進の先生の人材育成に取り組んで行きたいと考えております。小児神経外科では脳神経外科

の subspeciality の中でも特に多様性に富む疾患群への対応が迫られますが、その核となる考え

方・手術法を臨床・学会活動を通して伝えていきたいと思います。 

小児神経外科臨床においては、稀少な疾患、特異的な経過を辿る症例も少なからずあり、地

域の小児臨床に携わる者同士の情報交換・研究会が、臨床技術の向上・発展に寄与すると考え

られます。関東地区においてもこのような会の発足を目指したいと思います。 

これまでの教育委員会の活動は、教育セミナーを通しての主に一般脳神経外科の先生向けで

したが、今後は本学会認定医向けのセミナーの設立を行い、本邦の小児神経外科のレベルの向

上に寄与したいと考えております。 

また、編集委員として、機関誌「小児の脳神経」の論文査読の職務を継続し、その発展に寄

与したいと考えております。 

海外への発信に関しては、単施設からの発表のみでなく、学会を通した多施設共同研究の推

進を行い、より影響力の高い情報発信を行っていきたいと考えております。 

ISPN への若い先生の参加を促すことにより、国外施設との情報交換の重要性を、後進の先

生にも伝えていきたいと考えております。 

脊髄髄膜瘤に対する胎児治療や、二分脊椎に対する再生治療につながる translational 

research、脊髄脂肪腫の遺伝子解析など、新規の治療とそれに向けた研究を行っていきたいと

考えております。 

 

以上の活動を通して、今後の小児神経外科学会の発展に寄与したいと考えます。 
 

推薦者（岩間 亨、齊藤延人） 

 

  



 

氏名 井原  哲 所属 東京都立小児総合医療センター脳神経外科 50 歳 

抱負 

この度、一般社団法人日本小児神経外科学会理事に立候補することを決意いたしました。私は、

2003 年に脳神経外科専門医を取得後、2005 年より国立成育医療センターで研鑽する機会を得て師

田信人先生のご指導のもと本格的に小児神経外科の道に進みました。2009 年より筑波大学に勤務

し、松村明先生、山本哲哉先生のご指導のもと、茨城県立こども病院小児脳神経外科の立ち上げに

も携わる機会を得ました。2013 年からは現職場である東京都立小児総合医療センターにて診療科責

任者を務めております。 

本会には、1999 年に入会し、2013 年より学術委員（旧評議員）、2018 年より評議員として学会活

動に従事してまいりました。委員会活動では、2009～2016 年は広報委員会委員、2017～2018 年に

は広報委員会委員長を拝命し、会員および一般向けの広報に従事いたしました。2019 年からは総務

委員会委員長を拝命し栗原 淳理事のもとで 2 期 4 年間学会の様々な運営業務に従事いたしました。

また 2017 年から「小児の脳神経」編集委員、2020 年から学術委員会シャントレジストリ小委員会、

虐待関連小委員会にも関わらせていただいております。 

本学会が抱える喫緊かつ最大の問題は会員数の減少傾向です。小児神経外科は非常に魅力的な分

野ですが、その魅力に接する機会を持てないまま研修を終えてしまう専攻医も少なくありません。

多くの専攻医研修指導の経験、広報委員会での経験を活かし、専攻医世代に小児神経外科の魅力を

伝える活動、そして研修機会の組織的な確保に尽力したいと考えております。また新規会員が、本

学会での学術活動へのモチベーションを抱くようになるには、そのロールモデルたる学術委員の活

躍が欠かせません。学術委員は、診療経験や学術活動歴の厳正な審査体制がすでに確立しておりま

す。多くの学術委員に各種委員会活動などを通じて十分な活躍の場を提供できるような体制の整備、

そして将来的には学会指導医としての再編整備も検討に値するのではないかと考えております。 

 日本小児神経外科学会の立ち位置として、日本脳神経外科学会の分科会としてのいわば縦軸と日

本小児科学会や日本小児神経学会、他の小児外科系学会との協調関係という横軸も重要です。私は

長年の小児病院での勤務経験および日本小児神経学会での各種委員会活動により、小児に関わる

様々な診療科学会をリードする先生方に多くの知己を得ることができました。理事として学会の運

営に関わる機会をいただけましたら、横軸の活動において貢献できるものと確信しております。何

卒宜しくお願い申し上げます。 
 

推薦者（山本哲哉、栗原 淳） 

  



 

氏名 西山 健一 所属 新潟県厚生連新潟医療センター脳神経外科 57 歳 

抱負 

このたび日本小児神経外科学会（JSPN）理事に立候補します西山健一です。1998 年から 25 年

間、本会会員として国内外の小児脳神経外科医療に携わって参りました。その経験を礎に、本会

の更なる発展に寄与したく思っております。 

本会に求められる課題は山積しています。特に時代の変化で露わになっている国際化、少子化

への対応に私は尽力したく思っております。 

前者におきましては、2008 年に独国でクリニカルフェローを務めて以降、International society 

of pediatric neurosurgery(ISPN) の Liaison committee や 、 International federation of 

neuroendoscopy (IFNE)の Secretary を務め、世界各地で講演や講習会講師の任に就くなどの豊富

な国際経験を積んでおります。この間、各国の小児脳神経外科医と親睦を深め、世界中に強固な

コネクションを作り上げました。今後求められる国際共同研究はもとより、世界における JSPN の

プレゼンスを高めるにあたって、このコネクションは代えがたい貴重なものと自負しているとこ

ろです。 

一方少子化につきましては、小児脳神経外科医療の均てん化が不可欠と考えております。過去

10 年間、地方都市で地域医療にも携わり、まだまだ本分野の特殊性が患児に還元されない実態を

目の当たりにしてきました。少ない子供たちをさらに大切にする医療。それは地域格差を失くし、

全ての児に等しく医療の恩恵が与えられることに他なりません。地域包括医療システムのなかに

取り込む仕組みづくり、ICT 技術の活用などをその方策として前向きに取り組みたく思っており

ます。過去 2 年間に渡り新潟市西区自治協議委員として、行政と協働してきたキャリアを生かし

ていく所存です。 

このような問題の解消と本会の発展とともに、会員そして患児にとってさらに意義のある会に

するため理事に立候補致します。 
 

推薦者（下地一彰、三輪 点） 

 

 


